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院長よりあいさつ 

医療法人 JR広島病院 
理事長・病院長 河本昌志 

新年度になり、当院も各職域に於いて新採用者の入職がありました。今年度の採

用者に関しては、医師(初期研修医)も看護師も国家試験合格 100％と言う”快挙”

を達成しており、採用内定者を全員採用できて大変喜んでおります。また新たに当

院に転勤してこられた医師のご挨拶は下段に掲載しております。部長を含めて診療

科全員の顔ぶれが変わった科もあり、地域医療の中で関係を築くのに時間がかかる

かもしれませんが、引き続きコロナ診療と共に地域に密着した医療を展開して参り

ますので、どうか宜しくお願いいたします。 

それにしてもコロナ禍は果てしなく続くように見えます。当院も一般診療は、外

来も入院もその影響を受けており、皆様にはご迷惑をおかけしております。あとす

こし、もうすこしと思って走り続けて、幾つかの山を越えてきましたが、まだこの

先にも山があるらしい気配があり、短距離走だと思っていたのはとんだ見当違いで、

まだまだ続く長距離走の様相です。あとすこしと信じて、頑張りたいと思います。 

新任医師の紹介 

ひがし 
ﾘｳﾏﾁ・膠原病内科医長 

河野 紘輝 

リウマチ性疾患や膠原

病を中心に、地域医療に

貢献すべく努めてまい

ります。他の医療施設と

も十分に連携をとり、丁

寧な診療を心がけてま

いります。ご気軽にご相

談ください。 

呼吸器内科 医長 

川本 数真 

近畿大学卒後７年目で

す。患者さんのことを第

一に考えた医療を行って

行く所存です。出来うる

限り地域医療に貢献させ

ていただきます。よろし

くお願いします。 

 

外科 医長 

豊島 幸憲 

主に食道外科、急性腹症、ヘル

ニア疾患を専門としておりま

す。他内視鏡検査・治療に携わ

ってまいりました。外科・癌治

療は刻々と進歩しております。

知識のアップデートを心がけ、

最新・最適な治療をご提供でき

るよう頑張ります。 

皮膚科 主任部長 

森岡 理恵子 

アトピー性皮膚炎や蕁麻疹など皮

膚アレルギーを専門としています。

詳細な問診、検査を組み合わせるこ

とで的確な診断、治療を心がけてお

ります。「なるべく早く、きれいに

治す」ことをモットーに地域のクリ

ニックの先生方や大学病院と連携

し、診療を行ってまいります。 

もりおか りえこ かわもと かずま こうの ひろき とよしま ゆきのり 

外科 医長 

平昭 吉野 

安心・安全な医療の提

供とともに、患者さん

の不安に寄り添うこ

とを心がけています。

地域の皆様に貢献で

きるよう努めてまい

ります。 

ﾘｳﾏﾁ・膠原病内科 

医師 

大本 卓司 

丁寧な診療とわか

りやすい説明を心

がけています。何で

もお気軽にご相談

ください。 

眼科 医長 

世良 有紗 

丁寧な診療を心が

け、地域の皆様のお

役に立てるよう努

力してまいります。

よろしくお願いし

ます。 

耳鼻咽喉科 医師 

五月女 有華 

患者さんに寄り添った

診療を行えるように心

がけています。まだ勉

強中の身ですが、少し

でも皆様のお役に立て

るように頑張ります。 

放射線科 医長 

廣延 綾子 

CT,MRI などの画像の読影

を行っています。全身の疾

患について幅広く対応し、

各科の先生方のサポート

ができればと思います。適

切な診断、最善の治療に結

び付くよう、誠心誠意読影

に努めてまいります。 

ひらあき よしの せら ありさ ひろのべ あやこ 

おおもと たくじ 

そうとめ ゆか 



                         ホームページに当院年報を掲出しています。診療科のご紹介 
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人工透析外科 主任部長 越智 誠 おち まこと    

 

放射線科 

 

人工透析外科 

 
慢性腎臓病（CKD）は無症状のうちに進行し、末期腎不全となり

腎代替療法（透析、腎移植）が必要となることがあります。また、

CKDがあると心血管疾患を発症するリスクが高くなります。原因と

して糖尿病の管理が重要ですが、患者さんの高齢化に伴い動脈硬化

による腎硬化症も増加しています。「高齢だし透析は無理」と思わ

れる前に一度ご紹介ください。降圧薬や利尿剤など内服薬の調整や

食事指導で良くなる場合もあります。なるべく透析せずに生活でき

るように連携していますが、心構えは必要ですので患者さん・ご家

族へ末期腎不全の症状、治療法について説明しています。時機を見

て ACPについても相談し、症状緩和の選択（透析の見合わせ）もお

話しています。 

腹膜透析（PD）は身体に優しい緩やかな治療で通院回数は月 1～2

回、オンライン診療も可能な在宅治療です。透析導入後も今までの

ように住み慣れた地域で暮らせるように、かかりつけの先生と PD

連携を行っています。日常の診療・処方はかかりつけの先生にお願

いし、問題があれば連絡してもらい急変時は当院で対応します。PD

勉強会も定期的に行い、訪問看護やデイサービスなど多職種でサポ

ートできるようにしています。 

CKD診療でお役に立てるよう努力する所存ですので、今後ともよ

ろしくお願いします。 

腎機能の悪化や蛋白尿が気になる患者さんは、 

当科は３人の常勤医師と 12 人の診療放射線技師で業務を行って

います。 

画像診断医が関与している検査は CT、MRI、SPECT-CT（核医

学検査）、マンモグラフィー、消化管透視などで、すべて翌診療日ま

でに報告書を作成しています。 

また当科の特徴として院内の検査のみならず、東区を主体とした

近隣地域の開業医の先生方からの依頼検査を精力的に行っています

（150〜200 件／月程度）。紹介いただいた検査結果（報告書）は当

日夕に郵送しておりますが、当日中に FAX でも結果を送信するよう

にしています。緊急性を要する検査については医師の電話対応によ

り、可能な限り早急な実施を行っています。また検査後に予想外の

結果が認められた際は、主治医に迅速に連絡し、場合によっては当

院の専門医へ直接紹介させていただくこともあります。各疾患に対

する画像診断の適応、造影剤使用の是非や造影剤アレルギーに関す

る質問などにも柔軟に対応しておりますので、遠慮なく問い合わせ

していただければと思います。 

今後も画像診断の分野で地域医療に貢献していきたいと考えてお

りますのでよろしくお願いします。 
放射線科 主任部長 伊達 秀二 だて しゅうじ  

 

最新の医療機器による患者さんに優しい検査と 

 

 

的確な画像診断を心がけています 

 

 

気軽にご連絡ください 



井門ゆかり脳神経内科クリニック （広島市東区） 

 

連携医療機関のご紹介 

今回は連携医療機関の「井門ゆかり脳神経内科クリニック」です。お話は院長の井門 ゆかり先生に伺いました。 

3. 

井門ゆかり脳神経内科クリニック（内科・脳神経内科） 
院長：井門 ゆかり    電話：082-511-2388 
住所：〒732-0066 広島市東区牛田本町 6-1-27 うしたみらいビル５F 

Tel:082-262-1171 Fax:082-262-1499 〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36 

医療安全の取り組みについて 

 

 

 

 

 

井門 ゆかり先生 

（井門ゆかり脳神経内科 

クリニック院長） 

クリニックの特徴と JR広島病院との連携 
当院は 2018年 4月に開業して、2022年 4月から 5年目を迎えます。広島県西部認

知症疾患医療センターで 8年間センター長を務めた経験を活かし、脳神経内科の中で

も、特に物忘れ・認知症の診断と治療に力を入れています。認知症関連の治験も色々

行っています。認知症診断に重要な脳血流 SPECT, DATスキャン、心筋シンチなどの

画像検査を、いつも JR 広島病院にお願いしています。また、循環器系の精査などで

も大変お世話になっています。 

診療で大切にしていること 
認知症や神経難病は進行性の疾患ですが、できるだけ調子よく、患者さんとご家族

が幸せに過ごせるようお手伝いしたいと思っています。そのためには多職種との連携

が必要なので、院内に連携担当者を配置し、スタッフ一同ワンチームでサポートさせ

ていただいています。 
 

JR広島病院に期待すること 
高齢者の方はちょっとしたことで体調の変化が起きやすいですが、

感染症などの急性期に入院加療していただけるので、とても安心感が

あり、大変助かっています。今後も広島市東区の中核病院として、病

診連携を推進して頂けましたら幸いです。 

医療安全管理室 医療安全管理者  長谷川 三智江 

医療安全管理室は、各部門から構成された委員会のメンバーと協働し、信頼される医療サービスの提供と

医療の質向上を求めて医療安全活動に取り組んでいます。 

昨年度は、転倒・転落による大きな怪我を予防する目的で緩衝材マットを導入しました。患者さんの状態

に応じてリスクを評価し最適な療養環境となるよう努めています。また、「患者間違い防止」を強化テーマと

して職員にはフルネーム確認の徹底を、患者さんにはフルネームで名乗っていただくことを呼びかけました。 

医療安全活動は、職員はもちろん患者さんやご家族の協力も不可欠です。今後も安心で安全な医療提供の

ため、医療安全活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

（主な活動内容） 

・インシデント・アクシデントレポートの情報収集、集計、分析、 

対策立案、評価 

・各部門、各職種に対する問題解決への支援 

・医療安全に関する必要な情報提供（事故予防ニュースの発行） 

・院内ラウンドによる現状把握と指導 

・職員教育（研修実施） 

・医療安全に関する苦情・相談の対応 

・医療安全対策地域連携相互ラウンドの実施 



 


